
成人看護学実習Ⅱ（慢性期） 【自己評価表】 

  （    ）G  学籍番号（          ） 氏名（               ） 

    到達目標 
最終評価 

    □到達目標の項目 

１
患
者
の
理
解 

患者の生

活や思い

（６） 

□入院前の生活状況が理解できる       

□現在までの健康管理・疾病管理が理解できる □ A  □ B □ C 

□入院の目的が理解できる 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

☐患者の思いや困っていることが理解できる できている できている 達成 

☐患者の希望が理解できる       

☐自己管理行動が理解できる       

入院前お

よび入院

後の生活

（９） 

☐患者の ADLが理解できる       

☐患者の安静度が理解できる       

☐患者の食事が理解できる       

☐患者の排泄について理解できる □ A  □ B □ C 

☐患者の清潔保持について理解できる 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

☐患者の感染予防について理解できる できている できている 達成 

☐患者および家族の希望が理解できる       



☐家族の協力などが理解できる       

□既往歴・現病歴が理解できる       

疾患と  

治療（６） 

☐患者の疾患と症状について説明できる       

☐患者の治療について説明できる □ A  □ B □ C 

☐検査結果について説明できる 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

☐薬物療法について説明できる できている できている 達成 

☐退院の目安と継続治療について理解できる       

☐健康回復を促進するケアを考えることができる       

２
問
題
の
抽
出 

看護問題

の抽出

（10） 

□個別性のある看護問題が抽出できる       

□患者の状況に合わせて優先順位が判断できる       

□関連因子、危険因子との関連を示すことができる       

□退院後の生活を見据えた長期目標が立案できる □ A  □ B □ C 

□具体的な短期目標が立案できる 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

☐短期目標の評価ができる できている できている 達成 

☐看護問題について患者と話し合うことができる       

☐看護目標について患者と話し合うことができる       

☐看護問題について指導者と相談できる       

☐必要時、看護問題・目標を修正できる       



看護計画

（７） 

□患者に必要な OPが説明できる       

☐観察の結果を毎日記録に掲載できる       

☐患者に必要な CPを具体的に説明できる □ A  □ B □ C 

☐CPの実施結果を記録に記載できる 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

☐患者に必要な EPが説明できる できている できている 達成 

☐EPの実施結果を記録に記載できる       

☐必要時、計画を追加・修正できる       

 
           

３
看
護
実
践
・記
録 

看護実践

（９） 

□自己管理行動を自ら発展できる援助が実施できる       

□自己決定の支援が実施できる       

□患者に寄り添う援助が実施できる       

□教育的関りが実施できる □ A  □ B □ C 

□安全・安楽を考慮した援助が実施できる 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

☐日常生活の援助が実施できる できている できている 達成 

□必要な専門的知識・技術が提供できる       

☐患者のニーズに合ったケアが提供できる       

☐病いとともに生きるための方策が発見できる       



記録（８） 

□日々の行動計画の具体的な記述をした       

☐日々の実践を振り返り、実施結果を記入した       

□患者との会話と振り返りを日々の記録に記載した □ A  □ B □ C 

□アセスメント情報は毎日追加した 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

□看護問題や目標は適宜修正した できている できている 達成 

□指導者の質問やアドバイスには返答した       

□日々の経験を振り返り、気づき、解釈、反省、省察を記録した       

□記録の指導に対して、翌日までに青字で修正できる       

４
多
職
種
連
携 

 

  

 

□受け持ち患者をとりまく多職種の役割を理解した □ A  □ B □ C 

☐多職種への相談した（または意見を伝えた） 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

□多職種連携の中の看護職の専門性を説明できる できている できている 達成 

□退院支援など多職種カンファレンスへ参加した       

５
実
習
態
度 

 

-14 

 

□挨拶ができる       

□時間管理ができる       

□提出期限を遵守できる       

□適切な言葉遣いができる       

□患者、家族を尊敬した態度で臨める       

□患者、スタッフとコミュニケーションがとれる □ A  □ B □ C 

（４） 

（1４） 



 □積極的に実習に参加できる 80～100％ 60～８０％ 60％未満の 

□カンファレンスの役割がとれる できている できている 達成 

□看護師、指導者、教員への報告・連絡・相談ができる       

□カンファレンスへ積極的な参加できる       

□カンファレンスの役割がとれる       

□リーダーシップ・メンバーシップがとれる       

□医療チームの一員としての行動がとれる       

□主体的に学習ができる       


